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マイライブラリー：０５６８ 

 

(注)本稿は 2022年 9月 18日から 27日まで 7回にわたり「アラビア半島定点観測」に掲載したレポ

ートをまとめたものです。 

 

掲載日：2022.9.28 

前田 高行 

 

10年間で 2倍に伸びた中国の軍事費：世界及び中東主要国の軍事費と武器輸出入 

（世界ランクシリーズ その７ ２０２２年版） 

 

国連などの国際機関あるいは世界の著名な研究機関により各国の経済・社会に関するランク付

け調査が行われている。これらの調査について日米中など世界の主要国及びトルコ、エジプト、イラ

ンなど中東の主要国のランクを取り上げて解説するのが「世界ランクシリーズ」である。 

 

 第７回の世界ランクは、スウェーデンの「ストックホルム国際平和研究所（Stockholm International 

Peace Research Institute, 略称ＳＩＰＲＩ）」のホームページに発表されたデータベースの中から SIPRI 

Military Expenditure Database 及びＳＩＰＲＩ Arms Transfers Databaseを取り上げ、２０２１年の世界

と中東主要国の軍事費、一人当たり支出、GDPに占める比率及び政府歳出に占める割合を比較す

る。また２０１２年から２０２１年までの１０年間にわたる各国の武器輸出入合計額についても分析す

る。 

＊SIPRIホームページ：http://www.sipri.org/databases  

 

(圧倒的な米国の軍事費、２位中国の３倍、日本の１５倍！) 

１．軍事費支出の比較  

 

世界で軍事費が最も多いのは米国で２０２１年の支出額は８，００７億ドルである。同年の世界全
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体の軍事費は２兆７７１億ドルであり、同国だけで世界の４割弱を占めている。これに次ぐのは中国

の２，９３４億ドルであるが、米国の３分の１強にとどまっている。それでも中国の軍事費が世界に占

める割合は１４％であり、米国と中国二カ国を合わせると世界の軍事費の５割を超える。 

 

これら２カ国に続くのがインド(７６６億ドル)であり、世界全体の４％を占めている。４位から１０位

までは、英国(６８４億ドル)、ロシア(６５９億ドル)、フランス(５６６億ドル)、ドイツ(５６０億ドル)、サウジ

アラビア(５５６億ドル)、日本(５４１億ドル)及び韓国(５０２億ドル)の各国である。因みに日本の軍事

費を他国と比べると、米国は日本の１５倍、中国も日本の５倍である。また韓国は日本をわずかに

下回る規模である。 

 

中東の主要国を見ると、サウジアラビアが５５６億ドル(世界８位)、イラン２４６億ドル(同１４位)、イ

スラエル２４３億ドル(世界１５位)、トルコ１５５億ドル（同１８位)である。エジプトは中東で人口が最も

多く、軍が国家権力を握っているが、経済規模が小さいため、軍事費は５２億ドルにとどまっている。

これはサウジアラビアの１０分の１以下、イスラエルの５分の１であり、世界４３位の規模である。 

 

(注)UAEの軍事費について： 

SIPRIの統計ではUAEの軍事費は２０１４年以降明示されていないが、２０１４年以前の同国の軍

事費はイスラエル、トルコ、イランを上回っており、世界１０位前後に位置している。また、後述する

通り２０１２年から２０２１年までの１０年間の武器輸入額はオーストラリアに次ぐ世界６位の規模で

ある。これらのことから UAEの軍事費は世界のトップテンに並ぶものとみて間違いない。 

 

(一人当たり軍事費世界一はカタールの３，９５５ドル、中国は２０３ドル！) 

２．一人当たりの軍事費 

 

国民一人当たりの軍事費が世界で最も多いのはカタールであり３，９５５ドルに達する。２位はイ

スラエルの２，７６９ドルでカタールの７割である。３位、４位はそれぞれ米国(２，４０５ドル)及びクウ

ェイト(２，０８５ドル)で、一人当たり軍事費が２，０００ドルを超えるのはこの四カ国だけである。以下

５位から１０位はシンガポール、サウジアラビア、ノルウェー、オーストラリア、オマーン及びフィンラ

ンドの各国である。 
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上位１０カ国の顔ぶれにはカタール、クウェイト、サウジアラビア、オマーンのＧＣＣ４カ国が並ん

でいる。サウジアラビアを除きいずれも人口が少なく、豊富な石油収入により一人当たりの軍事費

が大きい。すでに触れた通り同じＧＣＣのＵＡＥは今回のＳＩＰＲＩ統計では明示されていないが、同国

も人口が少なく、一人当たりの軍事費がカタールと肩を並べる世界トップクラスであることは間違い

ないと言えよう。 

 

 極東アジアの主要な国は韓国が１３位（９７９ドル）に入っている。また台湾は２６位(５４３ドル)、ロ

シア３１位(４５２ドル)、日本３３位(４２９ドル)である。軍事大国中国の一人当たり軍事費は２０３ドル

で世界５４位、インドは５５ドルで世界８８位である。中東イスラム諸国ではイランが２８９ドル(世界４

５位)であり、トルコは１８２ドル(世界５７位)、エジプトは５０ドル(同９５位）である。 

 

 日本の一人当たり軍事費は４２９ドルであるが、日本を１とした場合、カタールは９．２倍、米国は５．

６倍、サウジアラビア３．７倍、韓国２．３倍であり、一方中国は日本の２分の１、インドは９分の１で

ある。 

 

(上位１０カ国のうち８カ国が MENA！) 

３．軍事費の GDP比率 

 

各国のGDPに占める軍事費の比率を見ると、世界 1位は中東のオマーンであり、その比率は７．

３４％である。２位も同じ中東のクウェイトの６．６９％である。３位以下の国とその比率は次のとおり

であり、１１位のロシアまでがＧＤＰ比率４％を超えている。 

 

 サウジアラビア(６．５９％)、アルジェリア(５．５９％)、アゼルバイジャン(５．２７％)、イスラエル(５．１

７％)、ヨルダン(５．０２％)、カタール(４．８１％)、アルメニア(４．４４％)、モロッコ(４．１８％)、ロシア(４．

０８％) 

 

 上位１０カ国の顔触れを見ると中東・北アフリカ（MENA）が８カ国、東欧・中央アジアが２カ国であり、
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中東・北アフリカ（MENA）諸国が多い。その他の２カ国も中東と隣接したユーラシア地域にあり、世

界の紛争地帯の国々が過大な軍事費を負っている姿が浮かび上がる。地域の大国であるイラン、

トルコ及びエジプトは軍事費総額ではそれぞれ世界１４位、１８位、４３位であるが、ＧＤＰ比率はイラ

ン２．３０％、トルコ２．０６％、エジプト１．３０％で、世界順位はそれぞれイラン３６位、トルコ４５位、

エジプト９４位である。 

 

その他の主要国を見ると米国は３．４８％、韓国２．７８％、インド２．６６％、英国２．２２％、中国１．

７４％などである。日本のＧＤＰ比率は１．０７％、世界１０８位であり欧米先進国の中でも最も低い

水準である。 

 

(歳出の２割が軍事費を占める湾岸諸国！) 

４．歳出に占める軍事費の比率 

 

 次に歳出に占める軍事費の比率を見ると、世界１位は東欧の独裁国家ベラルーシであり、同国は

歳出の三割を軍事費に充当している。第２位から第４位にはカタール(２１．７１％)、オマーン(２０．５

６％)及びサウジアラビア(２０．５２％)が並んでいる。２０％を超えるのは以上の４カ国であり、GCC３

カ国が名前を連ねていることは注目される。サウジアラビアの軍事費は金額で世界８位、一人当た

りでは世界６位、ＧＤＰ比率では世界３位である(１～３節参照)。世界最大の産油国の一つである同

国は軍備に金を惜しまない国であることを示している。 

 

 その他主要国の比率を比べると、イランは世界１４位の１２．９６％、イスラエル１２．１４％、ロシア

１０．７９％、韓国１０．４７％が１０位台後半から２０位台前半に並んでいる。米国は８．３２％、インド

８．２７％、トルコ６．２７％である。軍事費総額で米国に次ぐ世界２位の中国は歳出に占める比率は

５．０３％で世界６３位にとどまっている。日本は２．４７％であり、これは世界１２５位に相当する。世

界的に見ると日本の軍事支出は少ないと言えよう。 

 

(中国は１０年間で２倍、インドは１．６倍増、日本は横ばい状態！) 

５．主要国の軍事費の推移(２０１２年～２０２１年) 



5/7 

 

 主要国の過去１０年間(２０１２年～２０２１年)の軍事費の推移を比較すると、２０１２年の軍事費は

米国が７，２５２億ドルで最も多かく、これに次ぐのは中国の１，４５１億ドルであった。米国と中国の

１，２位は１０年間変わっていないが、両国の格差は２０１２年の５倍から２０２１年には２．７倍に縮

小しており、中国の軍事費が急速に膨張していることがわかる。 

 

米国の軍事費は２０１２年以降年々減少し２０１５年には１千億ドル減の６，３３８億ドルになった

が、その後は年々増加し２０２１年には８千億ドルを超えている。これに対して中国の軍事費は毎年

着実に増加、２０１７年には２千億ドルを突破、２０２１年は２，９３４億ドルと１０年間で２倍に増加し

ている。 

 

インドも中国と同様毎年軍事費は増加し２０１２年の４７２億ドルから２０２１年には１．６倍の７６６

億ドルに増加しており、世界順位も８位から３位に上がっている。 

 

これら３カ国に対して日本及びロシアの軍事費は横ばいまたは減少している。日本の２０１２年の

軍事費は６００億ドルであり、過去１０年間では最も多い水準であった。その後２０１８年までは４００

億ドル台に減少、２０１９年以降増加の兆しを見せて２０２１年の軍事費は５４１億ドルであった。この

結果１０年前は世界５位であったが、２０２１年の世界ランクは９位である。またロシアは１０年前は８

１５億ドル、米国、中国に続く世界３位の軍事大国であったが、２０２１年の軍事費は６５９億ドル、１

０年前の８割の水準に落ち込み、世界ランクも５位に下がっている。 

 

英、仏、独とイタリアの西欧４カ国及び韓国は軍事費世界ランク上位の常連国であるが、２０１２

年と２０２１年の金額と世界ランクを示すと以下のとおりである。 

英国：  ６５５億ドル（２０１２年、世界４位） → ６８４億ドル（２０２１年、同４位） 

フランス： ５０２億ドル（２０１２年、世界７位） → ５６６億ドル（２０２１年、同６位） 

ドイツ： ４３８億ドル（２０１２年、世界９位） → ５６０億ドル（２０２１年、同７位） 

イタリア： ２９８億ドル（２０１２年、世界１２位） → ３２０億ドル（２０２１年、同１１位） 

韓国：  ３２０億ドル（２０１２年、世界１１位） → ５０２億ドル（２０２１年、同１０位） 
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また中東の軍事大国サウジアラビア、イスラエル、トルコ、イラン及びエジプト５カ国について同様

の傾向を見ると次のとおりである。 

サウジアラビア：５６５億ドル（２０１２年、世界６位） → ５５６億ドル（２０２１年、同８位） 

イスラエル： １４５億ドル（２０１２年、世界１９位） → ２４３億ドル（２０２１年、同１５位） 

トルコ： １７７億ドル（２０１２年、世界１７位） → １５５億ドル（２０２１年、同１８位） 

イラン： １６５億ドル（２０１２年、世界１８位） → ２４６億ドル（２０２１年、同１４位） 

エジプト： ４６億ドル（２０１２年、世界４０位） → ５２億ドル（２０２１年、同４３位） 

 

６．世界の武器輸出国と輸入国 

 ここでは世界の武器の輸出入額を取り上げる。各国の輸出額あるいは輸入額は年度によって大

きく変動するため、２０１２年から２０２１年までの１０年間の合計額について比較検討を行う。 

 

(世界の二大武器輸出国―米国とロシア！) 

（１） 主要国の武器輸出額(２０１２年～２０２１年合計額) 

 

 ２０１２年から２０２１年までの１０か年間の武器輸出累計額は世界全体で約２，８００億ドル強であ

り、年間平均では２８０億ドルであった。国別では米国とロシアが際立って多く、米国の１０年間の輸

出総額は９８５億ドル、ロシアは５９７億ドルであった。世界全体に占める割合はそれぞれ３５％及び

２１％であり、２か国を合わせると世界の武器輸出額の６割近くを占めている。 

 

 米国、ロシアに次いで輸出額が多いのはフランスの２３６億ドルであるが、米国あるいはロシアの

２乃至４分の１にとどまっている。これに続いて輸出額が１００億ドルを超えているのは中国(１５４億

ドル)、ドイツ(１３８億ドル)、英国(１０８億ドル)である。なお次項(輸入額)に触れるとおり中国は輸入

額でも世界第３位であり武器貿易大国である。 

 

 武器輸出額７位から１０位はイタリア、イスラエル、スペイン及びオランダである。上位１０か国のう

ち EU諸国が６カ国を占めており、EUは世界的な武器生産地域であることがわかる。なお上位１０カ

国は戦闘機、艦船、戦車、ミサイルなど高額な兵器を得意としているため輸出額が膨らんでいる。し

かし世界の多くの紛争地域では小銃、機関銃、地雷、ロケットなど小型火器が使われている。その
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意味ではウクライナ(輸出総額４５億ドル、世界１２位)、トルコ(同２２億ドル、世界１５位)などは、米国

あるいはロシアに比べ金額的には少ないが影響力は小さくないと言えよう。このうちトルコは攻撃型

UAV（ドローン）の輸出に力を入れているが、このような比較的安価な IT兵器はトルコを含めた開発

途上国の有力な輸出商品になるものと思われる。 

 

(武器輸入額ではインドが世界一、日本は世界１７位！) 

(２) 主要国の武器輸入額(２０１２年～２０２１年合計額) 

 

 ２０１２年から２０２１年までの１０か年間の武器輸入合計額は世界全体で２，８００億ドル強であっ

た。国別ではインドが最も多く同国の輸入額は３４７億ドル、世界全体の１３％を占めており、輸入国

第２位はサウジアラビアの２６７億ドルで世界シェアは１０％である。因みに過去５年間のインドの輸

入相手国はロシアが最も多く全体の４６％を占め、次いでフランスである。サウジアラビアの場合は

８２％を米国が占めている。 

 

 第３位は中国の１２９億ドルであるが、前項でも述べた通り同国は輸出額では世界第４位であり、

武器貿易が活発なことを示している。中国に次いでエジプト、オーストラリア及び UAEが輸入額１０

０億ドル(年平均１０億ドル)を超えている。７位から１０位はアルジェリア、韓国、パキスタン、カター

ルでその輸入額は９０～８０億ドル(年平均９～８億ドル)である。因みに日本の過去１０年間の武器

輸入累計額は５０億ドル、年間平均５億ドルであり、世界１７位に相当する。日本の場合、軍事費(２

０２１年、５４１億ドル、第１項参照）に比べ輸入額の割合が小さいのは武器の国産化が進んでいる

ためと考えられる。 

 

以上 
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